
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

[012] 中国文学論集表紙奥付等

https://hdl.handle.net/2324/9884

出版情報：中国文学論集. 12, 1983-12-31. 九州大学中国文学会
バージョン：
権利関係：



編

集

後

記

前
十

一
號
の
刊
行
よ
リ

一
年
有
餘
、
「
中
國
文
學
論
集
」
第
十
二
號
は
、
諸
般
の
事
情
が
重
な

っ
た
た
め
に
、

例
年
に
比
べ
て
、

刊

行
の
時
期
を
稍
々
遅
ら
さ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
が
、
幸
い
に
、
九
州
大
學
中
國
交
學
會
諸
先
輩

の
寛
容
な
る
御
協
力
を
得
て
、
慈
く

上
梓
の
は
こ
び
と
な

っ
た
。

ま
た
内
容
に
つ
い
て
も
、

會
員
諸
先
輩

の
力
作
多
敷
を
得
た
上
に
、

王
元
化
先
生

の
玉
稿

を
ま
で
賜
わ

り
、
從
來
に
優
る
と
も
劣
ら
ぬ
充
實
し
た
も
の
に
な

っ
た
と
思
う
。
本
論
集
の
順
調
な
刊
行
を
喜
ぶ
と
と
も
に
、
こ
こ
に
改
め
て
感
謝

の
意
を
表
し
た
い
。

さ
て
、
今
號
巻
頭
を
飾

っ
て
頂
い
た
王
元
化
先
生
の
論
文
は
、
先
生
が
昨
秋
、
文
心
雕
龍
研
究
者
覗
察
團
の
團
長
と
し
て
九
大
を
訪

問
さ
れ
た
際
、
特
別
に
お
願
い
し
た
御
講
演
の
原
稿
を
頂
い
た
も
の
で
あ
る
。
快
人
快
語
。
な
る
ほ
ど
、
か
の
地
で
は
先
生
を
こ
う
稽

す
る
由
で
あ
る
が
、
訪
日
の
労
を
お
慰
さ
め
す
る
阿
蘇
の
小
宴
で
、
王
先
生
は
こ
の
稻
語
を
そ

っ
く
り
岡
村
先
生
に
譲
ら
れ
、
大
い
に

意
氣
投
合
さ
れ
た
。
本
號
所
載
の
寫
眞
は
、
そ
の
折
の
ス
ナ
ツ
プ
で
あ
る
。

ま
た
、
巻
末
の
索
引
は
、
異
例
で
は
あ
る
が
、
本
會
の
先
輩
故
小
西
昇
先
生
の
遺
稿
集
の
た
め
に
、
や
は
り
本
會
の
先
輩
で
あ
る
松

浦
崇
氏
が
進
ん
で
精
力
的
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
御
活
用
頂
き
た
い
。

創
刊
以
來
す
で
に
十
二
號
を
敷
え
る
本
論
集
に
、
こ
れ
ま
で
牧
載
さ
れ
た
本
會
諸
先
輩
の
研
究
業
績
を
顧
み
る
と
、
豊
え
ず
身
の
ひ

き
し
ま
る
思
い
が
す
る
。
我
々
後
進
は
、
こ
の
傳
統
を
誇
り
と
し
、
ま
た
働
み
と
し
て
、

一
層
の
奮
氣
を
誓
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

(
西
村
秀
人
記
)
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